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研究成果の概要（和文）：『婚姻贈呈』は、幅広い動物分類群で知られており、進化的には独立に獲得されたと
考えられている。しかし、行動を制御する仕組みの複雑さから、「婚姻贈呈」を制御する神経メカニズムの解明
は進んでいない。Drosophilasubobscuraの雄は消化管の内容物を吐き戻し、口移しで雌に与える「贈呈行動」を
示す。私たちは、これまでにD.subobscuraの婚姻贈呈が脳内の神経ペプチド作動性細胞で制御されることを明ら
かにしたが、上流・下流にどのような神経回路が存在するかわかっていなかった。本研究では、この神経ペプチ
ド作動性細胞の上流および下流経路を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：‘Nuptial gift’ is known in a wide range of animal taxa and is believed to 
have been acquired evolutionarily independently. However, due to the complexity of the mechanisms 
controlling the behavior, the neural mechanisms controlling ‘nuptial gift’ are not well 
understood: males of Drosophila subobscura exhibit ‘nuptial gift’. We have previously shown that 
nuptial gifts in D. subobscura are controlled by neuropeptidergic cells in the brain, but the 
upstream and downstream circuits were not clear. In the present study, the upstream and downstream 
circuits of this neuropeptidergic cell have been identified.

研究分野：神経行動学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
動物が示すユニークな求愛戦略は、当研究が対象とする昆虫の仲間から哺乳類までさまざまな動物で見られる。
そうした行動がどのような脳や神経の働きで作られているかには不明な点が多い。本研究は、ユニークな求愛戦
略の背後に潜む神経メカニズムを高い解像度で明らかにした点で、学術的な意義が大きい。昆虫の繁殖行動の詳
細な仕組みを解明した本研究は、繁殖を作用点とした害虫の制御方策につながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
動物の雄が雌に求愛するときに示す『婚姻贈呈』は哺乳類、鳥類から昆虫をはじめとする無脊椎
動物の仲間で広く見られ、配偶者選択に大きな役割を果たしている。しかし、この行動の進化的
獲得がどのような神経機構によって実現しているのかはほとんどわかっていない。ショウジョ
ウバエの一種 Drosophila subobscura (D. subobscura)は消化菅の内容物を吐き戻して、メスに提示
することで婚姻贈呈を示す。私たちはこれまでに、ゲノム編集技術を用いることで、D. subobscura
の求愛行動を制御する脳内約 2000個の細胞からなる神経回路が婚姻贈呈を制御することを見出
した。さらに、その 2000個の細胞の内、婚姻贈呈を制御する少数の神経細胞群を特定していた。 
 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、婚姻贈呈を示す D. subobscura に遺伝学的ツールを導入することで、この行動を支
える神経機構を明らかにする。具体的には、これまでに同定していた婚姻贈呈を制御する少数の
責任ニューロンにおいて、モデル種であるキイロショウジョウバエと比較して、どのような遺伝
子発現や神経接続の変化が生じたかを明らかにすることを目指す。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
D. subobscura の婚姻贈呈を制御する少数の責任ニューロンと相同な神経細胞はキイロショウジ
ョウバエにも存在する。そこで、D. subobscura の婚姻贈呈を制御する少数の責任ニューロンと
それと相同なキイロショウジョウバエの細胞について、抗体染色法を用いることで転写因子の
発現を種間で比較した。また、責任ニューロンに分子遺伝学的手法に蛍光タンパク質を発現させ
る手法を用いて両種の神経細胞の形態を比較した。 
 
 
 
４．研究成果 
抗体染色法を用いた解析から、D. subobscura の婚姻贈呈を制御する少数の責任ニューロンでは、
神経細胞をオス化させる働きのある転写因子が発現している一方で、キイロショウジョウバエ
の相同細胞ではそれが見られないことがわかった。さらに、当該ニューロンは D. subobscura で
はキイロショウジョウバエよりも神経突起をより長く伸ばしていることがわかった。さらに、こ
れらの解剖学的な結果に基づいて、このニューロンの上流および下流に位置する細胞の候補を
得ることに成功した。 
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